
• /~  

しシベニニシー
マヘ^ 一：＇
～ェ＾—\／一

/-*̂ § 

＝べ-~茫~--,... つ◇ 虚ー・・・
涵，

文
教
施
設
整
備
計
画
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
高
野

文
化
行
政
の
振
興
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
神
山

文
部
省
行
政
組
織
の
整
備
と
税
制
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
古
村

鬱
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
‘
.. 

9
0
i
璽
表
統
絵
創
作
ノ
ー
ト
：
・
…

．
文
化
財
鬱
熊
谷
家
住
宅
（
宮
沢
智
士
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
「
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
」
見
一

一

送
ら
れ
る
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

l

絵
画
鬱
和
田
三
造
南
風

教
育
課
程
の
基
準
設
定
の
た
め
の
協
議
文
書
を
一

一

．

（

岩

崎

吉

一

）

一

発
表
（
イ
ギ
リ
ス
）

継
続
教
育
に
関
す
る
実
態
調
査
（
西
ド
イ
ツ
）
一
璽
次
号
目
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
1

鬱

文

部

省

の

ま

ど

―

l
 ..l

i
i
i
i
i
ー
i
i
i
i
・
1

理
科
教
育
の
設
備
の
基
準
を
改
訂
…
…
一

．
表
紙
林
美
紀
子

…
…
初
等
中
等
教
育
局
中
学
校
教
育
課
9
3
l一

カ
ッ
ト
赤
羽
根
秀
一

i
 

と
•
一

4

l

 ，
 

国
際
比
較

・
大
臣
官
房
企
画
室

日
本
の
子
供
と
母
親

鬱
霞
が
関
ニ
ュ
ー
ス

初
等
中
等
教
育
の
充
実
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
倉
地

学
校
保
健
、

学
校
給
食
の
充
実
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
•
•
加
戸

私
学
の
振
興
•
•
…
…
…
•
…
…
…
…
:
·
←

.. 
↑: ........ ：
 ..... :・↑ 
..... …
…
…
…
齊
藤

体
育
・
ス
ボ
ー
ツ
の
振
興
と

第

澄
正

文
雄

, 28 88 80 74 

尚

夫

辟

守
行
6
2

高
等
教
育
の
整
備
充
実
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠
藤

学
術
研
究
の
振
興
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
七
田

国
際
交
流
・
協
力
の
推
進
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菱
村

社
会
教
育
の
振
興
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
五
十
嵐
耕
一

幸
彦

基
弘 丞

克
次

報

特
昭
和
五
十
五
年
度
文
教
行
政
の
展
望

新
文
教
予
算
I
I
岡
目
八
目
”
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
阿
部

昭
和
五
十
五
年
度
文
部
省
所
管
予
算
の
概
要
…
·
·
…
…
…
•
宮
地
貫
一

文
教
施
策
樹
立
の
た
め
の
調
査
・
研
究
・
…
…
…
…
…
…
…
•
•
久
保
庭
信
一

豊

53・ 

昭
和
五
十
五
年
四
月

二
―
―
―
五
号

47 39 29 18 16 8 4
 



(-) 

一
億
一
、
八
七
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

参
加
す
る
文
化
活
動
費
等
補
助

地
域
に
お
け
る
住
民
が
単
に
芸
術
文
化
を
享
受
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
自
か
ら
各
種
の
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
市
町
村
（
市
町
村
が
設
置
し
た
文
化
施
設
を
含
む
）
が
行
う
各
種
の
芸

術
文
化
行
事
、
文
化
施
設
の
行
う
自
主
事
業
を
補
助
す
る
経
費
一
億
七

七
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実

こ
ど
も
•
青
少
年
の
豊
か
な
情
操
の
か
ん
養
と
健
全
な
成
長
に
資
す

る
と
と
も
に
、
地
方
に
お
け
る
芸
術
鑑
賞
機
会
の
増
大
と
芸
術
愛
好
機

運
の
醸
成
を
図
り
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
こ

ど
恣
芸
術
劇
湯
、
青
少
年
芸
術
劇
場
及
び
成
人
の
た
め
の
移
動
芸
術
祭

を
実
施
し
て
い
る
。

⇔ 

こ
ど
も
芸
術
劇
場

円
と
し
、

会
及
び
全
国
大
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
も
の

で
、
高
校
生
の
全
人
的
発
達
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府

県
の
行
う
県
総
合
美
術
展
、
音
楽
、
演
劇
公
演
及
び
芸
術
祭
等
の
事
業

を
含
め
て
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
度
は
、
高
校

文
化
祭
の
全
国
大
会
に
対
す
る
補
助
を
前
年
度
二
倍
の
二
、

0
0
0万

一
億
一
、
八

0
0万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
施

設
費
の
当
然
馘
額
を
考
慮
し
た
金
額
で
の
伸
率
は
七
•
五
％
で
あ
る
。

文

化

行

政

の

振

興

地
方
の
文
化
施
設
整
備
の
拡
充
、
史
跡
・
埋
蔵
文
化
財

保
護
の
充
実
、
国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
の
着
工
な
ど

昭
和
五
十
五
年
度
文
化
庁
関
係
の
予
算
額
は
、
四

0
0億
二
、
五

0
0

万
円
で
あ
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
当
初
予
算
額
三
八
五
億
二
、

0
六
〇

万
円
に
比
べ
て
一
五
億
四
0
0
万
円
(
-
―
-
•
九
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
だ
け
み
る
と
伸
率
が
少
な
く
な
つ
て
い
る
が
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
（
仮
称
）
の
施
設
費
が
峠
を
越
え
一

0
億
円
、

こ
れ
を
主
要
事
項
別
に
み
る
と
、
ま
ず
地
域
社
会
に
お
け
る
文
化
の

振
興
で
は
、
一

1

一
億
一
、

0
0
0万
円
を
計
上
し
、
対
前
年
度
比
四
・

0
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
芸
術
文
化
創
造
の
援
助
等
に
つ
い
て

は
、
四
五
億
七

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
国
立
美
術
館
施
設
費
の

減
額
が
あ
る
の
で
、

次
に
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
保
存
に
つ
い
て
は
、
二
四
七
億
八
、
九

0
0万
円
を
計
上
し
、
三
・
八
％
の
増
加
と
な
り
、
文
化
施
設
の
整
備

等
に
つ
い
て
は
、
七
•
五
％
増
の
八
五
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

以
下
、
文
化
庁
予
算
に
つ
い
て
、
重
点
事
項
別
に
概
説
す
る
こ
と
と

す
る
。

地
方
芸
術
文
化
活
動
費
補
助

県
高
校
芸
術
文
化
祭
等
補
助

地
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
が

主
催
す
る
高
校
生
の
演
劇
、
音
楽
、
美
術
、
邦
楽
等
の
文
化
祭
の
県
大

六
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
一

流
芸
術
家
に
よ
る
優
れ
た
児
童
劇
、
合
唱
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
機
会

を
提
供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
五
年
度
は
公
演
費
の
増
を
図
る
と
と
も
に
、
平
素
芸
術
鑑
賞
の
機

会
が
特
に
少
な
い
地
域
の
芸
術
普
及
を
図
る
た
め
、
新
た
に
離
島
・
ヘ

き
地
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
(

1

0

回
）
公
演
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

億
九
、
二
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

青
少
年
芸
術
劇
場

一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
に
、
一
流
芸
術
家
に
よ

る
優
れ
た
新
劇
、
文
楽
、
大
衆
芸
能
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
機
会
を
提

供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十

五
年
度
に
お
い
て
は
こ
ど
も
芸
術
劇
場
と
同
様
公
演
費
の
増
と
、
離
島

・
ヘ
き
地
公
演
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
三
億
五
、

0
六
0
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

昌
移
動
芸
術
祭

移
動
芸
術
祭
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
昭
和

五
十
五
年
度
は
、
公
演
費
の
増
を
図
る
と
と
も
に
従
来
の
秋
季
公
演
九

種
目
に
芸
術
鑑
賞
機
会
が
特
に
少
な
い
地
域
に
対
し
て
．
新
た
に
大
衆
芸

能
を
加
え
一

0
種
目
と
す
る
こ
と
と
し
、
四
億
一
一
『
八
二
九
万
円
を
計

⇔ (-) 

地
域
社
会
に
お
け
る
文
化
の
振
興

神

山

正

- 81 - - 80 -



い
る
。

学
校
教
育
・
社
会
教
育
機
関
に
広
く
配
布
し
、

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
や
P
T
A、
社
会
教
育
諧
座
等
で
の
利
用
に

供
す
る
な
ど
し
、
人
間
形
成
上
特
に
重
要
な
時
期
に
当
る
青
少
年
を
初

め
国
民
各
層
の
言
葉
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
ひ
い
て
は
国
語
を
大
切

に
す
る
精
神
を
養
い
、
美
し
く
豊
か
な
言
葉
の
普
及
を
図
る
た
め
の
新

規
予
算
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
①
敬
語
、
②
ま
ち
が
っ
た
言
葉
遣

い
、
③
外
来
語
の
多
用
、
乱
用
、
④
幼
児
期
の
言
葉
の
し
つ
け
、
⑤
あ

い
さ
つ
の
い
ろ
い
ろ
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
企
画
委
員
会

を
設
け
、
基
本
計
画
を
決
定
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
ク
イ
ズ
、
寸

劇
、
対
談
等
を
通
し
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
一
五
分
カ
ラ
ー
ビ
デ
オ

を
作
成
し
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、
市
町
村
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
国
立
青
年
の
家
・
少
年
自
然
の
家
、
国
立
婦
人
教
育
会
館
な
ど
六

―
10機
関
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
り
、
二
、

0
五
八
万
円
を
計
上
し
て

作
成
し
、

「
美
し
く
豊
か
な
言
葉
」
の
普
及

最
近
、
敬
語
の
乱
れ
、
外
来
語
の
乱
用
、
言
葉
に
つ
い
て
の
誤
っ
た

使
い
方
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
言
葉
遣
い
の
乱

用
、
誤
用
の
是
正
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
と
適
切
な
言
葉
遣
い
に
つ
い

て
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ら
を
テ
ー
マ
と
し
た
ビ
デ
オ
を

(1) 

芸
術
家
在
外
研
修

⇔ (-) 

創
作
活
動
の
奨
励

芸
術
関
係
団
体
補
助

芸
術
文
化
創
造
の
援
助
等

上
し
て
い
る
。

学
校
教
育

な
お
、
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
公
立
の
美
術
館
の
協
力
を
得
て
行
っ

て
い
た
「
国
公
立
美
術
館
協
力
企
画
美
術
展
」
に
か
え
て
昭
和
五
十
―
―
―

年
度
補
正
予
算
で
緊
急
輸
入
と
し
て
購
入
し
た
海
外
美
術
作
品
と
昭
和

四
十
九
年
度
以
降
購
入
し
た
絵
画
、
彫
刻
の
う
ち
特
に
優
れ
た
作
品
を

加
え
た
「
文
化
庁
所
蔵
世
界
名
作
美
術
作
品
展
」
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。芸

術
文
化
の
向
上
普
及
の
た
め
従
来
か
ら
、
創
作
活
動
、
地
方
芸
術

文
化
振
興
、
在
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
助
成
、
青
少
年
等
へ
の
芸
術
普
及
、

芸
術
文
化
資
料
の
整
備
、
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
等
の
事
業
を
活
発
化

し
、
そ
の
促
進
充
実
を
図
る
た
め
、
芸
術
文
化
団
体
が
行
う
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
し
補
助
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
は
、
昨
年
度
と
同

額
の
一
一
億
五
、

0
五
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

芸
術
家
の
研
修

箇
国
立
国
語
研
究
所

四 国 (-) 
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演

劇
・
映
画
、
舞
台
美
術
等
の
各
分
野
か
ら
将
来
性
に
富
む
新
進
の
芸
術

家
を
選
ん
で
海
外
に
派
遣
し
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
実
地
に
研
修
さ
せ
、

有
為
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
研
修
期
間
は
、
一
年
又
は
二
年
及
び
特
別
派
遣
の
三
か
月
間

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
（
航
空
運
賃
、
日
当
、
宿
泊
料
等
）

一
億
三
、
六
四
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

芸
術
家
国
内
研
修

美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
舞
台
美
術
等
の
芸
術
各
分
野
の
新
進

芸
術
家
を
国
内
の
専
門
研
修
施
設
等
で
研
修
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
昭

和
五
十
二
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
研
修
人
員
は
総
計
四

0
名
で
、

こ
れ
に
要
す
る
経
費
と
し
て
一
、
五
四
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国

芸

術

祭

優
れ
た
芸
術
を
広
く
一
般
に
提
供
し
、
併
せ
て
芸
術
家
の
意
欲
的
な

公
演
発
表
を
促
す
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
毎
年
秋
、
東
京
及
び
大
阪
に

お
い
て
開
催
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
は
昨
年
と
同

様
東
京
公
演
と
し
て
現
代
音
楽
、
オ
ペ
ラ
等
九
種
目
、
大
阪
公
演
は
オ

ペ
ラ
、
邦
楽
・
邦
舞
二
種
目
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
九
、

国
立
美
術
館
等
整
備
運
堂

東
京
国
立
近
代
美
術
館

本
館
照
明
設
備
等
改
修
工
事
を
四
年
計
画
で
施
工
す
る
た
め
の
第
一

年
次
分
の
工
事
費
等
と
し
て
八
、

0
二
六
万
円
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

特
別
展
「
藤
田
嗣
治
展
」
、
「
日
本
の
文
様
」
開
催
経
費
等
を
含
め
三
億

三、

0
五
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
京
都
国
立
近
代
美
術
館

特
別
展
「
現
代
の
造
形
ー
ー
世
界
の
ガ
ラ
ス
ー
ー
」
開
催
経
費
を
含

め
一
億
六
、
八
九

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
立
西
洋
美
術
館

新
館
完
成
に
伴
う
設
備
整
備
等
の
経
費
、
特
別
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版

画
名
作
展
」
開
催
経
費
を
含
め
五
億
二
、
一
八
七
万
円
を
計
上
し
て
い

る。

国
立
国
際
美
術
館

特
別
展
「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ポ
と
日
本
」
開
催
経
費
を
含
め
―
―
一
億
二
、

＝三
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
整
備
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
総

額
五
億
七
、
八

0
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
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国
宝
・
重
要
文
化
財
等
の
保
存

国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
や
伝
統

的
建
造
物
群
に
つ
い
て
、
文
化
財
保
護
の
実
効
を
確
保
す
る
た
め
、
計

補
助
、

画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
そ
れ
に
対
す
る

国
指
定
文
化
財
の
管
理
の
万
全
を
期
す
る
た
め
の
防
災
設
備
の

保
守
点
検
、

四
二
億
二
、

化
財
等
（
美
術
工
芸
品
）
の
散
逸
、
海
外
流
出
を
防
止
す
る
等
の
た
め
、

国
が
計
画
的
に
購
入
し
、

図
る
よ
う
一
九
億
三
、

更
に
、

二

除
草
、

小
修
理
等
文
化
財
の
維
持
管
理
の
た
め
の
補
助
金

五
五
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、

国
宝
・
重
要
文

国
民
共
通
の
財
産
と
し
て
そ
の
保
存
活
用
を

四――

10万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
有
文
化
財
で
あ
る
北
海
道
大
学
農
学
部
第
二
農
場
、

史
跡
等
の
整
備

旧
米

沢
高
等
工
業
学
校
本
館
、
東
京
商
船
大
学
所
有
の
明
治
丸
の
保
存
修
理

を
行
う
経
費
二
億
四
、
八
一

0
万
円
等
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
の
重
要
な
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ

近
時
、
歴
史
的
環
境
の
保
全
、
充
実
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
史
跡
等
の
整
備
は
、

の
た
め
歴
史
的
な
由
緒
の
あ
る
史
跡
等
の
整
備
を
促
進
し
、

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
に
お
け
る
民
俗
文
化
財
の
保
存
伝
承
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
、
又
は
保
存
団
体
等
に
助
成

し
て
行
う
資
料
の
作
成

．．
 
周
知
、
伝
承
教
室
・
購
習
会
、
保
存
活
動
、

現
地
公
開
•
発
表
会
の
事
業
に
国
庫
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
、
一
億
円

を
計
上
し
て
い
る
9
~

⇔
民
俗
文
化
財
修
理
・
防
災
等
補
助

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
農
村
舞
台
、
屋
台
、
山
鉾
等
は
、
老

朽
化
し
、
永
年
の
使
用
に
よ
っ
て
損
耗
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
計
画

的
に
修
理
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て

も
、
前
年
度
よ
り
継
続
修
理
中
の
秩
父
祭
屋
台
外
四
件
に
つ
い
て
引
き

続
き
修
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
祇
園
山
鉾
（
京
都
府
）
、
上
一
―
―

河
の
舞
台
（
兵
庫
県
）
の
修
理
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、

ニ
ニ
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
無
形
文
化
財
伝
承
助
成
‘

重
要
無
形
文
化
財
で
近
時
社
会
的
、
経
済
的
変
化
の
中
で
後
継
者
の

確
保
へ
技
術
の
質
や
水
準
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
、
国
が
補
助
し
、
保
存
団
体
等
に
後
継
者
養
成
等
の
事
業
を
行
わ
せ

て
保
存
を
図
っ
て
い
る
が
、
沖
龍
県
の
宮
古
上
布
に
つ
い
て
も
技
術
者

が
高
齢
化
し
、
り
後
継
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
昭
和
五
十

伝
統
文
化
の
結
承
と
保
存

文
化
財
の

一
億
五
、
三

コ

保
存
、
活
用
を
国
民
生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
史
跡
等
保
存
整
備

事
業
に
対
す
る
補
助
金
ニ
―
一
億
九
、
、

ま
た
、

等
の
保
存
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、

そ
れ
を
恒
久
的
に
保
存
す

る
た
め
地
方
公
共
団
体
の
行
う
史
跡
等
の
買
上
げ
の
た
め
の
補
助
金
七

0
億
二
、

都
市
化
の
進
展
、

七

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

藤
原
宮
跡
等
は
、

て
、
国
有
化
を
進
め
る
と
と
も
に
そ
の
発
掘
調
査
及
び
整
備
を
計
画
的

一
九
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
'

に
進
め
る
た
め
、

開
発
事
業
の
急
速
な
増
大
に
伴
い
、

我
が
国
の
歴
史
に
深
く
関
係
す
る
重
要
な
遣
跡
と
し

―
二
億
三
、

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

増
大
し
て
お
り
、

調
査
事
業
と
開
発
事
業
の
調
整
が
困
難
で
社
会
問
題

と
な
る
場
合
が
多
い
た
め
、

こ
れ
に
対
応
す
る
発
掘
調
査
費
及
び
遺
跡

に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
布
調
査
等
に
要
す
る
補
助
金
一
六
億
二
、
六
四

五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

三

伝
統
芸
能
等
の
伝
承

民
俗
文
化
財
地
域
伝
承
助
成

一
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

更
に
、

史
跡

平
城
及
び
飛
鳥
・

開
発
事
業
に
伴
う
届
出
件
数
が
急
激
に

全
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
衣
食
住
、
年
中
行
事
等
の

風
俗
慣
習
、
祭
り
行
事
、
民
俗
芸
能
等
の
民
俗
文
化
財
は
、
個
性
あ
る

地
域
文
化
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
う
え
で
不
可
欠
の
要
素

五
年
度
か
ら
手
紡
等
の
技
術
者
の
養
成
事
業
を
行
わ
せ
、
そ
の
保
存
を

は
か
る
こ
と
と
し
、
従
来
か
ら
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
文
楽
協
会
等

を
含
め
二
＝
団
体
に
対
し
一
億
四
、
八
七
三
万
円
を
計
上
し
、
な
お
、

重
要
無
形
文
化
財
保
存
特
別
助
成
金
（
個
人
）
等
を
含
め
二
億
五
、
八

三
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場
に

対
し
、
伝
統
芸
能
の
保
存
振
興
の
た
め
、
そ
の
公
開
、
伝
承
者
養
成
事

業
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
運
営
費
を
含
め
ニ
―
億
二
、
ニ
ニ

0
万

円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

四
文
化
財
保
存
技
術
伝
承
助
成

文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
・

技
能
で
あ
る
建
造
物
修
理
技
術
、
彫
刻
・
工
芸
品
修
理
技
術
、
屋
根
茸

技
術
等
の
文
化
財
保
存
技
術
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
選
定
保
存
技
術
の

保
持
者
・
保
存
団
体
に
対
し
補
助
す
る
ほ
か
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理

に
不
可
欠
な
良
質
の
茅
材
の
供
給
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
屋
根
茸
替
の
技
術
者
も
不
足
し
て
い
る
の
で
、
「
社
団
法
人
全
国

社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会
」
に
全
国
五
地
区
に
順
次
茅
場
の
造

成
、
管
理
を
行
わ
せ
て
良
質
の
茅
材
の
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、

技
能
の
継
承
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た
に
一
、

0
0
0万
円
の
補
助
金

を
計
上
し
合
計
七
、
．
九

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

←) 
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四 匡 と
し
て
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
は
施
設
整
備
費

等
＝
＝
―
-
億
四
‘
-
―
一
五
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
の
建
築
推
進

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
谷
に
建
設
中
の
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
は
、
我

が
国
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
「
能
」
の
保
存
振
興
を
図
る
た
め
、

伝
承
者
の
養
成
及
び
公
開
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
施
設
整
備
費
等
一
四
億
七
、

上
し
て
い
る
。

国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
の
建
設
着
手

文
楽
を
中
心
と
し
た
上
方
芸
能
の
保
存
振
興
を
推
進
す
る
施
設
と
し

て
、
大
阪
市
に
建
設
を
計
画
中
の
国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て

は
、
実
施
設
計
及
び
施
設
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
三
億
一
―
-
、
八

三
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

現
代
芸
能
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
調
査
費
を
計
上
し
基
本
構
想
等
を
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
は
、
設
立
準
備
協
議
会
の
開

催
等
の
ほ
か
建
築
設
計
競
技
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
建
設
予
定
地
の

隣
接
民
有
地
の
一
部
購
入
費
等
二
億
四
、
五
九
五
万
円
を
計
上
し
て
い

文

化

施

設

の

整

備

等

天
然
記
念
物
（
カ
モ
シ
カ
等
）
の
食
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
幼
樹
保
護
柵
設
置
、
捕
獲
、
保
護
管
理
施
設
設
置
等
の
事

業
に
対
す
る
補
助
金
九
、
六
八
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

五
国
立
博
物
館
等
整
備
運
営

東
京
・
京
都
・
奈
良
の
国
立
博
物
飽
の
陳
列
品
購
入
費
と
し
て
一
一
一
億

八
、
三
七

0
万
円
、
特
別
展
（
東
京
「
茶
の
美
術
」
、
京
都
「
古
面
の
美
」
、
奈

良
「
国
分
寺
展
」
及
び
「
正
倉
院
展
」
）
の
た
め
の
経
費
と
し
て
一
億
八
、
一

二
三
万
円
等
、
国
立
の
―
―
―
博
物
館
及
び
東
京
・
奈
良
の
国
立
文
化
財
研

究
所
の
運
営
費
を
含
め
、
総
額
一
七
億
三
、
三
五
五
万
円
を
計
上
す
る

ほ
か
、
国
立
奈
良
博
物
館
に
仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
国
立
博
物
館
、
国
立
文
化
財
研
究
所
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
ボ
イ
ラ
ー
（
東
京
）
、
陳
列
館
冷
凍
機
（
京
都
）
、
陳
列
館
新
館
熱
源

（
奈
良
）
の
改
修
を
行
う
ほ
か
継
続
工
事
を
含
め
、
一
二
億
円
を
、
奈
良

文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
地
等
整
備
費
等
一
＿
一
億
九
、

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

四
天
然
記
念
物
食
害
対
策

―――

1
0万
円
を
計

る。

国
立
文
化
施
設
の
整
備

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
の
建
設
推
進
等

千
葉
県
佐
倉
市
に
建
設
中
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
は
、
我

が
国
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
、
歴
史
学
、
考
古
学
及
び
民
俗
学
に
関

し
実
物
及
び
資
料
に
基
づ
く
専
門
的
な
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
有
形
の
文
化
財
そ
の
他
の
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し

て
公
衆
の
観
覧
に
供
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
に
関
連
す
る
研
究
情
報
の
提

供
、
博
物
館
運
営
の
指
導
、
連
絡
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的

文
化
施
設
整
備
等
の
調
査
研
究

今
後
の
我
が
国
の
文
化
振
興
を
図
る
た
め
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
な

る
国
立
の
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
各
地
域
の
文
化

的
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
施
設
の
種
類
、
規
模
、
配
置
の
あ
り
方
等
を

全
国
的
見
地
か
ら
検
討
し
、
な
お
、
文
化
行
政
推
進
の
た
め
の
基
本
的

統
計
資
料
を
整
備
す
る
た
め
、
国
民
の
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
文
化
活

動
の
実
態
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
創
造
的
で
情
操
豊
か
な
児
童
生
徒

を
育
成
す
る
教
育
環
境
を
醸
成
す
る
た
め
、
学
校
施
設
に
対
す
る
芸
術

的
装
飾
等
の
文
化
性
投
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。
更

に
、
人
口
、
自
然
、
歴
史
、
社
会
、
経
済
等
文
化
的
基
盤
・
背
景
に
基

づ
く
各
地
域
の
文
化
的
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
当
該
地
域
の
文
化
関
連

施
設
及
び
美
術
館
、
博
物
館
、
劇
場
、
文
化
会
館
等
文
化
施
設
の
分
布

状
況
、
文
化
財
の
活
用
状
況
、
文
化
活
動
状
況
、
文
化
需
要
等
を
調
査

す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
新
規
に
二
、
二
四
六
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

(-) 

（
文
化
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
）

地
方
文
化
施
設
等
の
整
備

①
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
は
館
数
増

（
二
〇
館
↓
二
四
館
）
を
図
り
二

0
億
四
、

0
0
0
万
円
を
計
上
し
、

②
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
県
立
分
に
つ
い
て
は
館
数
増
（
ニ

館
↓
三
館
）
、
市
町
村
立
分
に
つ
い
て
は
単
価
増
（
六
0
0万
円
↓
七
0
0

万
円
）
を
図
り
四
億
一
、
五

0
0万
円
を
計
上
し
、
⑧
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
館
数
増
（
六
館
↓
八
館
）
を
図
り
二
億
六
、

0
0
0

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
な
お
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

及
び
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
火
災
、
盗
難
、
大
気
汚
染
、
虫
害
等
か

ら
守
る
た
め
、
文
化
財
保
存
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
三
億

三、

0
八
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
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和
田
三
造

明
治
三
五
年
八
月
、
和
田
一
―
―
造
は
―
八
丈
島
へ
の
写
生
旅
行
を

計
画
し
、
伊
豆
の
伊
東
か
ら
島
通
い
の
郵
便
船
に
乗
っ
た
。
し

か
し
船
は
に
わ
か
の
暴
風
雨
に
靡
弄
さ
れ
r

帆
柱
は
折
れ
r

帆

は
風
に
奪
わ
れ
て
潔
流
三
日
、
絵
に
見
る
よ
う
な
姿
と
な
っ
て

大
島
に
漂
着
し
た
。
客
は
彼
の
ほ
か
に
喰
い
つ
め
者
三
人
、
木

の
葉
の
よ
う
な
船
上
で
、
老
船
長
の
指
示
に
従
い
荷
を
軽
く
す

る
た
め
に
持
物
を
海
中
に
投
じ
た
が
｀
行
李
を
捨
て
よ
う
と
す

る
和
田
巳
船
長
は
「
書
生
さ
ん
は
お
待
ち
な
さ
い
。
貴
君
は

ま
だ
未
来
の
あ
る
人
だ

C

万
一
助
か
っ
た
時
に
仕
事
が
で
き
な

い
」
と
彼
の
手
を
と
め
た
。
こ
の
老
船
長
へ
の
感
謝
の
念
が
ら

絵
に
す
る
こ
と
を
考
え
、
そ
の
後
何
度
か
こ
の
郵
便
船
に
乗
っ

て
構
想
を
練
り
あ
げ
た
と
い
う
。

明
治
四

0
年
、
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
第
一
回
文
殷
に
出
品

さ
れ
た
が
、
陽
光
の
青
海
原
を
背
景
に
し
た
男
た
ち
の
群
像
に

豪
快
な
ヒ
ロ
イ
プ
ム
を
謳
い
あ
げ
た
男
の
ロ
マ
ジ
が
、
日
露
戦

争
後
の
昂
揚
し
た
時
代
の
気
分
に
マ
ッ
＇
チ
し
、
洋
画
部
最
高
賞

（
二
等
賞
）
を
与
え
ら
れ
た
。

南

風

（
岩
崎
吉
一
）
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部▽れた会鯰般▽論のり敦ポ敦学校四皮計▽組敦行▽よ何り一▽
時来たこ計で歳厳説目ま腕 1育園の〇二額昭み予政四うもま年真
報月結と予あ出し委かす策ツ‘の教入‘は和ま算を月なかし生祈
創 1•ま果は算るにい員ら゜の‘学殷職学七‘直しの展は感もたのし
刊 ‘ と ‘ 額 の 係 財 に み こ 整 芸 術 立 員 級 〇 四 十 た 霊 望 年 が が ゜ 登 い
六短い文がしこる政またの間術研な定の五兆五゜点す度あみ街校ラ
Q 期 え 敦 増 対 対 事 と 印 文 充 文 究 ど 数 実 億 六 年 事る姶りず路風ジ
周 大 る の 加 し 詞 情 め 象 敦 実 化 ‘ ・ ・ 改 現 円 ‘ 度 項意めまみ樹景ド
年学で重率‘年のてを予がな栓初善を増 0 の を味゜すずもを七
記三し要互文度下い共算図ど会等計含 ‘9' 四文 中で今゜し芽見Jl/

念〇ょ性，部増でた同にらの敦中画むと〇部 心‘後 さをかを
の 年 う が 七 省 加 ‘ だ 通 つ れ 冬 育 等 や 義 な 億 省 に五ー に吹け背

へ 特の゜深％所率国き信いる丹‘敦‘密っ円所 解十年 溢きる負
企集歩 くを管が全ま社てこ野体育放敦て＾管 説五間 れは季っ
画でみ 理碑の五体しの第とで育‘送育お対予 特年の てじ節た
室すと 解保ー。のた阿＝にの・高大諸り前算 集度文 いめと｀”
ッ゜文 さし般ー一゜部蒼な文ス等学学‘年純 を文教 る‘な新
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